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る､縁りる､廃る｣が抽出された｡.次に､3)これら5つの動詞の トー クン頻度を中級 ･上
級 ･越後で同じように詞べてみたL.以上の調査の結果､全体として678個のサンプ′レが採
lot
102 李 在鈍 構文の意味的拡矧こ基づく第二言語の文法習得
集された,レベル別集計を以下の表1で示す｡
★()は学習者の数
区分 初級(15) 中級(30) 上級(30) 超級(15) 汁(90)
用例数(トー クン) 行く 20 93 1ー4 49 276
束る 20 85 101 58 264 '
帰る 6 31 41 12 90
降りる 4 5 3 13
乗る 5 15 12 3 35
計 55 229 269 125 678















区分 初級(15) 中級(30) 上級(30) 超攻(15) 全体(90)
タイプ 7 36 70 50 103
トー クン 42 249 480 278 1049















































区分 行く 来る 乗る 降りる 帰る
辛管者 CNM2 _が -- -が -から
CNHl -が -- -が -から がー 一に
CNH2 -が 一に -が -から -が 一に -が -から -/.'JiJ=
KNMl -が 一に.-が -- -が 一に -那 -から
KNHl -が -から -が --
KNH2 _75;-～ -が 一に -が 一に -が --
E 1 - へ 一に.-が -から
ENM2 -が -に -が -から
ENHl -が 一に -か -かb -が --
表.3
表3では､初級学習者がそれぞれの動詞を使用する際､どのような文脈ないしは構文を用
いているかを示した｡例えば､学習者 ｢ENHlJは r行く｣に対して ｢-那 -にJのパター







対して､｢来るJの場合は Lが -からJパターン､r帰る｣の場合 ｢-が 一に｣が使用され
ている,_さらに､rENMIJの場合､｢行く｣に対して r-が --J/くターンを使っているの



























区分 初級 中級 上級 超級
-動詞-構文 17(0.850) 20(0.215) 9(0.079) 7(0.143)
-動詞二構文 3(0_150) 43(0.462) 43(0.377) 21(0ー429)
-動詞三構文 0 30(0.323) 62(0.544) 21(0.429)
計 20 93 114 49
(a). (行く)のレベル問分布
★( )は割合
区分 初級 中級 上級 超級
-動詞-構文 16(0.8(刀) 30(0.353) 16(0.158) 2(0.034)
-動詞三構文 0 13(0.~153) 56(0.554) 37(0.638)



















-構文 二構文 三構文 -構文 二構文 三構文
初級 55.051 41.117 41.56 54.493 r 41.876 41ー252
中級 50.745 52.039 49.057 51.765 52_926 46_98
上級 47.429 51.039 52.057 51.765 51.926 46_98








●○■〇一WtI}ZOl ∠ 二 / I
碓 中破 上せ 席蔽
図.1
一〇7V■dI○◆81Z9lnF
初も 中鞍 上鞍 尾長
- T- ((対象の平均値)- (母集団の平均値)/ (母集団の標準偏皇))★10+50












































初級 中級 上級 超級
1 -20% i(14.3%) 0 1(1.7%) 1(2_4%)
2 19,9%-10% I(14.3%) 4(ユlo.5) 2(3_3%) 2(4.8%)
3 9.9%-5% 2(28.6%) 1ー(2.6%) 3(5%) 2(4.8%)
4 4_9%-2_5% 1(14.3%) 5(13.2%) 2(3.3%) I(2.4%)
5 2.4%～1% 0 4(10_5%) 5(8.3%) 6(~14ー3%)
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クラスタ1 クラスタ2 クラスタ3 その他
中級(24語) 付く､できる､竜話す 通 う､向かう､参 ぶつかる､倒れる､ 移民する､
る､憤れる､似る､満 る､動く 着 く､写る､遭 う､
足する 会 う､当たる､集まる､降 りる､到着す泊ま 出演参加す
6(25%) 4(16,6%) 13(54一三%) 1(4.2dVJ)
上級(47語) 受かる､応 じる､及ぶ､ 動く､移る､通う､ 参加する､属する､ 移民する､密
かかる､変わる､等ら 乗 り換 える､走 合 う､遭う､会 う､ 着す る､訳
す､座る､携わる､立 る､参る､向かう､ 集まる､着く､伝わ す､挑戦す
つ､付く.勤める､で 戻る､ る､到着する､ぶつ る､ホームス
きる､取り組む､似る､ かる､引っ越す､面 ティする､
入院する､入学する､載る､流行る､負ける､留学 連絡 する､倒れる
21(44.7%) 8(17%) 13(27.7%) 5(10.6)
超級(30語) 陥る､劣る､かかる､ 行き出す､通う､ 合 う､至る､達する､ ありつく､入
かなう､さしかかる､ 乗る､参る､戻る､ 入学する､触れる､ 社する､エス
集中する､座る ､専念 出向く､ 携わる､引っ越す､ カ レー トす





のに対 して､上 ･確報では､クラスタ lが際立った生産性を見せていることが分かるこ

































































































示唆する､繰 り返 しになるが､議論の便宜上､以下に表3の ｢行くJと ｢来る｣の使用例
を再度取り上げておくO
区分 行く 来る
守習者 CNM2 -が へー -が -から
CNH1 -が _へ -が -から
CNH2 -が 一に -が -から
KNM1 -が 一に 一一が -- -が 一に
KNH1 -が -から
KNH2 -が -へ -が 一に
E l - 一に .-が -から
ENM2 -が 一に -那 -から







く関与しているということが言えるbすなわち､rXがYに (-)行く｣や rXが Yから


































































































































































































































































1.レベル間 基本競計量区分｣動詞 行く 来る学習者】構文 -構文 二構文 F三構文 -構文 :二構文 i三構文
平均 0.5843 i.2727 1.2697 0.6966 1.0225 1.191
初級 平均 1.1429 rO.2857 0 1.2143 0_2143 0
標準偏差 1.3506 11_069 Io 1.4769 0_80ー8 0
平均 0.6667 1.4828 1 0.9 l_4 0.4333
中級 標準偏差 1.3979 1.9932 2.4354 i.0619 2.6859 1.3817
上級 平均 0.3 1.4667 2.(Xi67 0.5333 0.9 1.8667
標準偏差 0ー6513 2_255 13.5809 1.2243 .I.4937 2.9796
超級 平均 0.4667 I.4 I.4 0.1333 1.2667 2.4667
標準偏差 ■0.7432 2.1647 t3.0659 0.3519 1.7099 3.4407
2.クラスタ中心値および判別分析の適応関数
区分 クラスタ中心値 正準判別分析適応関数係数
クラスタ1 クラスタ2 クラスタ3 関数 1 関数三
属性 0.952381 O BO.666667 0ーエ2ヱ512 -0.31326
相対関係 0.52381 0 0.133333 0.119927 0.176165
物理的移動 0 0_909091 0.366667 0.066389 0.322444
属性変化 0.9872ー2 Jo.181818 LO I.041598 0.207362
身体変化 0.095238 0,181818 0 -0.23691 Eo.2011ー5
結果 0.42381 0∴18ー818 0.766667 0.71526 -015627
身体動作 0.190476 10.909091 0.266667 -0.18815 0344952
精神移動 0.095238 0 0.066667 0.077138 -0.08761
知覚動作 0 .0.272727 0.033333 0.1709ユ8 0.269893
感情動作 0.142857 0.363636 I0 -0.0511 -0.02453
思考動作 o_190476 io to.1 0,05944 -0.23357
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